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　　２

　　１

　　２

　　１


	（著　書）

　筋組織の神経支配（南国三郎、足摺四郎編）

　第２章　各種動物の筋組織の構造

　平滑筋線維の分析


	１９７６

１９７７


	　○○書院，３０－１００頁

　○○書房，全５００頁


	 高知太郎，土佐次郎，南国三郎，中村四郎，

 安芸五郎，窪川六郎

　 ○○類から○○類に及ぶ各種動物の筋組織の

 構造と神経支配の形態を著した。

 高知太郎
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	※原著・総説・症例報告の順に記入してください。なお、学会発表の抄録（アブストラクト）、研究班報告書は含めない

　でください。　欧文誌名に略語を使用する場合は、インデックス・メディカスの掲載名で記入してください。
	

	
	　原　著

　筋紡錘知覚終末の電子顕微鏡による比較形態学的研究

　Some observations on the frog muscle spindle


	１９７５

１９７８


	　電子顕微鏡 34:51-80

　Journal of Cell Biology

　35:105-126


	 高知太郎

　 各種脊椎動物の筋伸展受容器の知覚部位の微

 細構造を比較検討し、その基本的な共通の構造

 を明らかにした。　　　　　　　（学位論文）

 Kochi T,Tosa J
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	　眼の強膜と網膜のグリコーゲン代謝について


	１９８１


	　第○回日本○○学会シンポジ

　ウム　○○学会雑誌 1:24-26


	 高知太郎，土佐次郎
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	　 著　　書　　計〇〇冊（うち単著又は筆頭者〇〇冊）

　　　欧　　文〇〇冊（うち単著又は筆頭者〇〇冊）

　　　和　　文〇〇冊（　　　　〃　　　　〇〇冊）

　 学術論文　　計〇〇編（うち単著又は筆頭者〇〇編）

　　 原著　欧文〇〇編（うち単著又は筆頭者〇〇編）

　　　　　 和文〇〇編（　　　　〃　　　　〇〇編）

　　 総説　欧文〇〇編（　　　　〃　　　　〇〇編）

　　　　　 和文〇〇編（　　　　〃　　　　〇〇編）

　　 症例報告

　　　　　 欧文〇〇編（　　　　〃　　　　〇〇編）

　　　　　 和文〇〇編（　　　　〃　　　　〇〇編）

　　学会発表　　計〇〇回

　　　国際学会

　　　　特別講演　　　〇〇回

　　　　シンポジウム　〇〇回（うち筆頭者〇〇回）

　　　　パネル・ディスカッション

　　　　　　　　　　　〇〇回（　　　〃　　　　）

　　　　ワークショップ〇〇回（　　　〃　　　　）

　　　　一般講演　　　〇〇回（　　　〃　　　　）

　　　国内全国学会

　　　　特別講演　　　〇〇回

　　　　教育講演　　　〇〇回

　　　　シンポジウム　〇〇回（うち筆頭者〇〇回）

　　　　パネル・ディスカッション

　　　　　　　　　　　〇〇回（　　　〃　　　　）

　　　　ワークショップ〇〇回（　　　〃　　　　）

一般講演　　　〇〇回（　　　〃　　　　）

　 (注）

　　○ 各名称については、発行又は発表年の年代順に記載し、

　　 著書、学術論文及び学会発表ごとに番号を付すこと。

　　○ 印刷中の著書、学術論文等については、掲載証明書を

　　 添付すること。


	
	　○ 巻と頁は、次のように明記

　 すること

　　 ５：５２１－５３１


	　○ 著者名は、本人を含めた全員を当該著書等

　 に記載された順番に記載し、本人の氏名にア

　 ンダーラインを付すこと。

　○ 概要については、候補者が主要業績と判断

　 したものについて、２００字以内の和文で、

　 説明して下さい。




